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少子高齢化の人口構造が顕著となる2025年を見据えて、国民が健康を管理する習慣
をもち、社会の活力を維持し、持続的な成長を実現するために年齢にかかわりなく
働く意欲のある高年齢者が、生涯現役で活躍し続けられるようにダスキン経営理念
「生きがいのある世の中にすること」を実現するため「健康経営」を推進しています。

ダスキン健康保険組合 健康宣言
私たちは、創業以来培ってきた「祈りの経営」の理念に基づき、社員とその家族の健康維持・増進に取り組み、生きがいのある健康
で心も豊かな健康生活の実現を図るとともに、社会の健全な発展に努め、人に社会に喜びのタネをまき続けることを宣言します。
その実現のために、事業所・会社、健康保険組合、労働組合・働きさん代表による三位一体の体制で取り組みます。この宣言を通じて、
PDCAのサイクルで健康づくりを推進する『健康経営』に取り組み、社員一人ひとりの健康意識（ヘルスリテラシー）を高めていきます。

♦生活習慣病の重症化予防 
定期健康診断の健診結果に基づく、重症化予防の受診勧奨を産業保健スタッフが行うとともに、生活習慣の改善・維持が図れる
よう支援します。 

♦がん検診の受診促進 
早期発見･早期治療が有効ながんに対して、がん検診の受診を促進します。

♦メンタルヘルスへの取り組み 
セルフケア意識を高めるとともに、周りの働きさんが“めい・あい・へるぷ・ゆう”の気持ちで支援します。 

♦健康意識（ヘルスリテラシー）の向上 
健康で心豊かな生活が送れるよう、ICTを活用した個人ポータルサイトを通じて健康情報を発信し、楽しみながら健康に関する
リテラシーを高めます。 

♦健康白書の公表 
事業所の社員の健康推移と、各種取り組みの成果を数値的に分析し、目標値の進捗状況やデータヘルス計画に基づく結果などを
健康白書として毎年度公表しています。

｢人生100年時代」も間近になり、現行の社会保障制度は
大きな曲がり角を迎えています。

ダスキン健康保険組合は、なによりも働きさん一人ひとりが本当に幸福になってほしい。
しかも働きさんご自身だけでなく、ご家族も含めて。という創業者　鈴木 清一の願いが
込められた事業です。
健康保険は、働いている人たちがふだんから収入に応じて保険料を出し合い、これに事業
主も負担して、病気、けが、出産、死亡などのときに必要な医療や現金を支給して、お互
いに生活上の不安を少しでもなくしていこうという目的から生まれた制度です。　
働きさん一人ひとりがこれを機会に健康管理に注意し、生きがいのある人生、喜びの
タネをまく素晴らしいダスキンライフをたのしんでいただきたいと思います。 

働きさん、
一人ひとりの
幸せを願って

ダスキン創業者
鈴木 清一の願い

ダスキン健康保険組合のめざす姿と健康宣言
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